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1. はじめに 

機械設計，製造分野では 1970 年代から

CAD(Computer Aided Design) と CAM(Computer 

Aided Manufacturing) ， CAE(Computer Aided 

Engineering)を統合化した CIM(Computer Integrated 

Manufacturing)が推進され，その中で 3D-CADも利

活用されていった．その後，建築分野でも，CIMな

どの情報化技術によって建築生産の合理化に取り

組んできた．さらに，BIM(Building Information 

Modeling)，が普及してきており，意匠や構造，設

備などの設計から FM(Facility Management)などの

維持管理まで幅広く利活用されている．一方，土

木インフラ分野に目を転じてみると，国土交通省

によって，ICT 等を活用して建設現場の生産性向

上を図る「i-Construction」が進められているものの

十分に浸透せず，今もなお 2D モデルの利用が多

い状況にある 2)．  

以上のことから，本研究では，建築，土木分野に

おいて 3D計測の精度，効率性の検証を通して，さ

らなる 3D 計測の利活用を見出すことを目的とす

る． 

2．レーザースキャナーを用いた構造物の 3D化 

身近な構造物への 3D 計測機の運用として，長

崎大学工学部棟 1号館の 3D化を行った． 

 計測は FARO®Laser Scanner Focus3D X 

330(図 1参照)を用いて行う．レーザースキャナー

は分解能，品質，計測範囲等の設定を行った後，ス

キャンを開始することで計測が可能であり，複雑

な操作はなく計測が短時間で行える．3Dモデルの

作製は，点群に含まれる特徴形状から複数のショ

ット間の位置関係を自動認識し，点群データを自

動的に繋ぎ合わせる．自動認識するためにはオー

バーラップが必要である．よって，計測地点はオ

ーバーラップを考慮した配置とした． 

計測は地上 16 箇所，屋上 15 箇所の計 31 箇所

行った．計測地点を図 2 に示す．計測時間は一箇

所あたり，水平方向 90度の計測範囲で約 5分，水

平方向 360 度の計測範囲で約 11 分の時間を要す

る．計測中光源を人や車が遮った場合，点群デー

タに表示されてしまうため，人が少ない時間帯で

計測を行い，5日間に分けての作業となった． 

点群処理ソフトウェアは SCNENE を用いた．

オーバーラップを含んでいても自動認識できない

場合があるため，手動での点群データの繋ぎ合わ

せも行った．計測中に人や車が横切った場合の点

群のノイズを，SCNENEのツールを用いて取り除

く作業を行った．得られた 3D モデルを図 3 に示

す．比較的に大型の構造物であったため，計測や

点群処理の作業量も増したが，対象物を 3D 化す

ることに成功した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定範囲 0.6m～330m 

測定速度 最大 976,000点／秒 

範囲誤差 最大±2mm 

内蔵カメラ 最大解像度 70Mpixel 

図１ レーザースキャナーの性能 

図 2 計測地点 

図 3 工学部棟 1号館の 3Dモデル 

V-023 土木学会西部支部研究発表会 (2019.3)

-735-



3．橋梁の維持管理における 3D計測の活用 

橋梁の健全性の診断に大きく影響のあるものは，

近接目視で得られる外観の損傷状態である．しか

し，この損傷状態の判定には，点検者の主観によ

る判断がなされており，個人差によるバラツキが

生じている．適切なインフラ整備を行うためには，

点検のバラツキを無くした外観の損傷状態の定量

化が必要である．本研究は，このような課題を解

決するための新しい点検手法を検証することを目

的とする． 

 既設橋梁を対象に，レーザースキャナー，デ

ジタルカメラ等を使用した 3D 計測により，外

観劣化点検を実施する．また，計測して得られ

たデータを基に 3D モデルの構築と外観劣化位

置の特定及び損傷状態の確認を行い，劣化情報

の定量化及び状態評価を行うものである． 

まず，長崎県大村市にある鬼橋，矢次橋の 2橋

を対象として計測を行った．対象の橋梁の詳細

を表 1 に示す．橋梁の路面上での測定は，車の

交通により実施できず，橋梁の下面の測定は，

河川橋梁のため足場の状態が悪く容易ではなか

った． 計測はそれぞれ，19箇所行い，1橋あた

りの計測時間は約 5時間であった． 

計測によって得られた 3D モデルをそれぞれ

図 4，図 5 に示す．3D 計測によってひびわれ，

鉄筋露出が確認できた．3D計測によって得られ

た平面データを図 6，図 7，図 8，図 9，示す．

3D 計測は橋梁の劣化個所の特定が可能である

と考えられる. 

4．まとめ 

1) レーザースキャナを用いて，構造部を 3D

モデルとして保存することが可能である． 

2) 3D計測により，橋梁の劣化個所の特定が

可能であり，橋梁点検に活用できる． 

 今後は，橋梁の 3D 計測のマニュアル化によ

る計測時間の短縮，従来の点検方法との比較，

3D 計測の精度の検証，3D 計測の更なる活用方

法の検討を行っていく． 
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 表 1 対象橋梁の詳細 

 図 4 鬼橋の 3Dモデル 

 図 5 矢次橋の 3Dモデル 

図 6 鬼橋のひびわれ 

 

 

 

図 7 鬼橋の鉄筋露出
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図 7 矢次橋のひびわれ 

 

 

 

図 8 矢次橋の鉄筋露出
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